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と第五章では，流れの可視化に加えて， VITA (Variable -Interval Time -Averaging) 法と 4象限法により，バー
スト現象の発生とその流動形態を実験的に調べると共に，オイラ一方程式に基づく縦渦運動のモデルを提唱し決定論
的立場から理論的考察を加えている。この縦渦モデルによれば， VITA 法と 4象限法で検出されるバース卜現象の流動
形態は，いずれも瞬時には単一の縦渦運動であるが，両者の聞に見られる差異は，縦渦構造のスパン方向への傾きの有
無によって生じることになる。また，線形安定理論を用いて，せん断流中の渦糸の安定解析を行い，その不安定によっ
て縦渦が生じ，その結果ストリーク構造が形成されることを示している。更に，上記の縦渦モデルに基づいて，縦渦運
動による主流の渦線の引き伸ばしを通じ，新たに渦層が形成され，この渦層の不安定がパースト現象の発生に対応する
ことを明らかにしている。最終の第六章で，本研究で得られた主な結果を纏めると共に将来の展望を述べている。
以上本論文は，各種の流体機械，管路系から河川に至る工学上重要な多くの流れに見られる壁面せん断乱流の構造に
関し新しい知見を加えたもので，博士論文としての価値があるものと認める。
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